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１                              問題のページへ 
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［解 説］ 

y軸方向に
a
1 倍して, 円を楕円に変換して解いたほうが簡単でしたが。 
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２                              問題のページへ 

(1) 条件式 ByAxA )()( = に, 右から 1-B をかけて,  
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これより, ②が成立する x, yで, ①は成り立つ。 
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以上より, x＞1のとき, 0＜y＜xを満たす実数 yが存在する。 

(2)条件より, 231, xx + がともに自然数なので, ①より 231 y+ も自然数となる。

さらに, ②③より yも自然数となる。 
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在する。なお, 1=x のときは BxA =)( なので 1=n である。 

 

［解 説］ 

有名な難問がまた出題されました。類題を解いた経験がないと, 本問をアタックす

るのは無理でしょう。なお, 記憶にあるところでは, 2000 年の岡山大に, 見かけは異

なるものの同じ内容の問題が出ています。 
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［解 説］ 

誘導に従えば, スムーズに計算が進みます。うまくまとまっている問題です。 
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４                              問題のページへ 

(1) x, yの大小関係で場合分けをして, 不等式 yxyxx -- ≧)loglog( を証明する。 

(i)  0＜y＜xのとき 
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［解 説］ 

(2)は(1)を利用します。等号成立条件を参照すれば, x を ix , y を
n
1 と置き換えるの

は, そんなに難しいことではありません。 

 


